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令和２年 教育委員会第１回臨時会 会議録 

 

  日 時  令和２年３月21日（土）        午前10時00分～午前11時57分 

  場 所  教育委員会室 

 

議事日程 

第 １ 協議 

    【子ども総務課】 

    （１）新型コロナウイルス感染拡大防止のための対応について 

 

 出席委員（５名） 

 教育長  坂田 融朗 

 教育委員長職務代理者  中川 典子 

 教育委員  金丸 精孝 

 教育委員  長﨑 夢地 

 教育委員  俣野 幸昭 

 

  出席職員（６名） 

 教育担当部長  村木 久人 

 子ども総務課長事務取扱 

 子ども部参事 

 恩田 浩行 

 子ども支援課長  新井 玉江 

 子ども施設課長  小池 正敏 

 指導課長  佐藤 友信 

 主任指導主事  佐藤 達哉 

 

 欠席委員（０名） 

 

 欠席職員（５名） 

 

 書記（０名） 

 

    ◎日程第１ 協議 

     子ども総務課 

     （１）新型コロナウイルスの感染拡大防止のための対応について 

 

坂田教育長  おはようございます。本日は急遽お集まりをいただきました。教育委員会

の臨時会ということで、秘密会の扱いでやらせていただきます。よろしくお

願いいたします。 
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 議題はただ一つ、この新型コロナウイルス対応ということで、学校その他

子ども施設に今後どのように対処していくべきかというところを、共通認識

を持ちたいということでございます。 

 一昨日、専門家会議のほうでコメントがあり、そして、それを受けて首相

の発言。それで、首相からの命を受けて、今週中には文科省から、学校の再

開に向けての指針が出るというような状況です。専門家会議のほうは、内容

としては随分長いお話があるようですけれども、決して終息の方向に向かっ

ているということではないけれども、持ち応えているというようなお話でご

ざいました。そういう中での、本日、千代田区の学校その他の子ども施設の

対応をどうしていくかということです。基本的には自治体の判断に任せると

いうような言葉でしたので、私たちのほうで一つ判断をしなければいけない

だろうということです。 

 それで、今お手元に資料として、専門家会議の内容、そして新型コロナ、

感染症対応についてということで、このＡ４縦の表ですね。これがメーンに

なろうかと思います。あと保育園の扱いについてと、これはまた、新聞記事

のが出ています。これも厚労省のほうで、保育園の保育料の関係を、改めて

ここでまたお話をし出しているので、それにも対応しなければいけないかな

ということです。 

 幹の部分は、まさに本日のこのＡ４縦のこの表のところになります。今後

どうするかということを、ここ１枚で全てあらわしているものです。新型コ

ロナ感染症対応についてで、３月２日から学校休業ということにいたしまし

た。それが今もって続いている状況です。小中学校、中等教育学校が臨時休

業ということです。幼稚園、こども園、保育園は通常どおりの営業をしてお

ります。児童館は通常の利用は休み、休館ということになっています。そし

て学童クラブは学校休業日と同様、いわゆる夏休み、春休みと同じように朝

から開設をしているということです。学校施設の一般開放、いわゆる大人も

使えるという学校施設の区民利用のほうは、貸し出しを停止しているという

状況です。子どもの遊び場につきましても、４カ所、臨時開放しておりま

す。朝から外で遊べるようにしているというのが、３月２日から今日までの

状況です。 

 そして、これから春休みに入ります。いわゆる学校休業期間ということに

なります。この春休みについての取り扱いですが、やはり学校、ここは通常

の春休みと同様に、幼稚園も含めて休業ということになりますね。そして、

こども園、保育園は営業しているということです。児童館等は今の状況に鑑

みて休館と。ただ、４月１日からは学童未入会児童の受け入れをしますと。

４月１日から４日までか。学童クラブにつきましては、休み中の取り扱いで

すので、通常どおり朝から開設をする。学校施設の一般開放は、引き続き一

般の貸し出しは停止をしておくということです。子どもの遊び場につきまし

ては、引き続き４カ所を臨時開放しておくという扱いがいいかというふうに

思っています。 
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 そして新学期、もう通常どおり学校を実施したい、再開をしたいというふ

うに、今、私どもは考えています。原則という言葉をつけています。原則通

常どおり実施ですということにしています。これは後でお話をします。そし

て、幼稚園、こども園、保育園も同様に実施していくと。児童館、これも通

常どおり開館をする。ただし、４月中のイベント等、たくさん人を集めるよ

うな事業は一応控えるということです。学童クラブにつきましては、学校が

始まって、通常どおりの開設ということになります。学校施設の一般開放、

これにつきましても再開をしたいというふうに思っています。 

 それで、現状、一番上の表が今の状態でございますが、春休みという休業

期間、これは従来どおりの取り扱いと、基本的に施設はそう動かすのですけ

れども、学校の一般貸し出しはやらないよということにしておきます。子ど

もの遊び場についてもそのまま引き続き遊ぶ機会をふやしておこうというこ

とですね。 

 今のこのような４月６日から学校も普通に始めるという判断がいいかどう

かというのは、なかなか有識者の話からしても難しいところがあって、東京

は実は漸増というか、まだふえていると。爆発的なふえ方はしていないもの

の、やはりふえている状況があると。東京に限らず都市部においてはいまだ

そういう状況だと。大阪、名古屋というところもございます。 

 しかしながら、一方で千代田というふうに捉えますと、今のところ患者は

いないと。感染者はいません。検査対象になっている人もいないという状況

です。濃厚接触者等々ということを一昨日保健所に問い合わせて確認をして

おります。ただ、都心という事情、位置ゆえに、ここの千代田だけを捉まえ

て、対象者がいないから、それで行っていいのかなというのはちょっとあり

ます。 

 それと、もう一つは、やはり社会、経済、家庭の事情です。ここは、商売

をしている方々にとっては大変な事態になってきているということで、家庭

においても子どもたちも相当のストレスをためている状況もございますし、

当然親もそういう状況になってきているということ、それらを総合的に勘案

をしまして、この４月６日の始業を通常どおりの学校の再開ということにし

たいというのが、私の考えでございます。 

 なお、４月６日から学校を再開するに当たって、４月６日という言い方が

いいのかわかりませんが、通常どおり春休み明けからの再開ということでご

ざいますが、先ほど原則と言いましたのは、決して東京都内はおさまってい

る状況ではなく、あくまで、千代田においてはないということなので、先

般、金丸委員からもご提案もいただいたところなのですが、２週間程度は、

学校は再開しているけれども、保護者の判断で出席をさせないということも

考えたほうがいいだろうというふうに思っています。この期間をどうとるか

はまだありますけれども。その際に欠席を、いわゆる学校に来ない子どもた

ちを欠席扱いしないという対応を、当面とっていきたいというふうに思って

います。 
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 あと、もう間近に入学式があるので、当たり前なのですが、入学式につい

てはやはり規模を縮小し、時間を短くしながら、人を余り長時間密室に置か

ないという状況をつくっていこうということでございます。 

 あと保育園につきましては、実は厚労省のほうから通知が来て、今、新聞

記事が出ています。これは港区の取り扱いを新聞記事で示していますけれど

も、保育園は今日現在も開園をしているところですけれども、保育園とい

う、これは休みがない施設なのですが、そこに、やはり集団感染を恐れて子

どもを預けない親御さんもいらっしゃいます。本来そうあっていただくの

が、このコロナ対応としてはいいわけですね。主体的にそういうことを、自

分の生活を上手にコントロールしながら、子どもを預けないという選択をし

た親御さんには、保育料をお返ししましょう。あるいは取りませんという扱

いをしてくださいという、国の、一つ、通知があったところです。それを受

けて、港区さんはこのようなことで、要するに子どもを預けないご家庭には

保育料を取りませんという扱いをします。 

 これは、私どもも最初に保育園を開設、通常どおり営業しますよといった

ときに、ある親御さんからは、子どもを保育園に預けないのだから、保育料

は返してくれというような話は確かにありました。それはきっとそこらじゅ

うで出たのでしょうね。ですから、国のほうも、自分たちは今回のコロナ対

応の趣旨にのっとって子どもを預けずにいるのに、何でお金を取るのだとい

うような発想の人も正しいのかもしれませんが、一定程度はいらっしゃると

いう状況です。日割りというのもなかなか事務的には大変なものですから、

月単位で、最初の３月、４月、５月ぐらいは、やはり私は預けませんよと宣

言をされたご家庭においては、保育料はいただかないということにしたいと

いうふうに思っています。 

 ということで、春休み後の各施設は基本通常どおりの開設をするという方

向に、今、私は考えております。 

 何か、ここまでで全てなのですが、ご意見、ご質問、あるいは他の提案等

がございましたら、何でも。お願いします。 

金 丸 委 員  基本的な考えは教育長と全く同じなのですけれども、ただ、その大前提と

して、どういう状態になったらどうするかも考えておかなければいけない。

具体的に言うと、ある小学校で罹患者が出たといったら、その小学校だけを

とめるのか。区全体をとめるのか。それから、子どもはまだ罹患していない

けれども、実はその親が罹患していたとしたらどうするのか。それから、も

う少し広く見た場合に、千代田区に１人罹患者が出たらどうするのか。まず

はいろんなパターンが見えると思うのですね。それぞれのその状況の中で、

どう対応するかまでは決めておかないと、そういう状態ができてからすぐに

どうしようかというのでは、間に合わないだろうと。 

 もう一つは、先ほどお聞きして安心したのですけれど、千代田区ではまだ

出ていないということですけれども、実は例えば昌平などは台東区のすぐ脇

ですから、台東区はどうなのかとか、港区はどうなのか、中央区はどうなの
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かということも含めてチェックしないと、千代田区で独立しているわけでは

ないですので。その辺の、要するに例えば隣の区が出たというときに、その

近いところの学校をどうするかというようなことも含めて、ある一定の方針

を立てておかないと。具体的な問題はその場その場でやらなければいけない

にしても、基本的な方針は決めておかないと、困るのではないかなというふ

うに思います。 

坂田教育長  はい。ありがとうございます。そのとおりでございまして、それは村木部

長からも指摘を受けまして、村木部長のほうで考えているところです。 

 その点については、村木部長、教えてください。 

教育担当部長  今、金丸委員からご指摘がありましたとおり、まさに今回、学校を再開す

るといっても、終息したから再開すると言っているわけではないので、経済

状態その他を判断して、この先どうなった場合には、どのぐらいの期間今度

は休校にするのかというのは、そこはきちんとあらかじめ定義していなけれ

ばいけないと思います。 

 原則としては、今回、まだ出ていないですけれど、文部科学省のほうから

一応指針を、方向性を出すと言っていますので、それに従うということにな

ると思いますけれど、参考になるのは、それ以前に、最初にこのコロナウイ

ルスの問題が出たときに、国のほうから出た休校の基準というか、それが一

つの参考になると思います。 

 一つが、ある学校で仮に感染者が出たとした場合には、その学校は全部休

校。それからその地域で流行の傾向が見られたら、地域全体を全部休校とい

うことなのですけれど、ただ、余りにもちょっと漠然とした基準なので、こ

れを実際に適用するときにどうなるかというのは、その地域というのはどこ

なのかという、今まさに金丸先生がおっしゃったように、千代田区と隣の区

の境なんて、人間が勝手に引いたもので、ウイルスは全然関係なしに来ます

から。台東区で何かあったときに、和泉小が休校にするのは、それは合理性

があるかもしれないですけれど、そこをさかのぼって、今度は番町まで休校

にするのかと、そういう話はあると思います。そこのところは、その今度出

る文科の指針の中で、恐らく具体には出ないと思いますけれど、そういった

ものを踏まえながら、具体的な基準を決めて、それを提示する形は必要だな

と思います。答えになっていないのですけれど、そのように考えています。 

坂田教育長  余りにもバリエーションが多いものですから。濃厚接触者を含め。 

金 丸 委 員  あと小学校だけではなくて、中学校まで考えると、中学校は自由選択だか

ら、その子が通っている場所って別に、麹町中学校には麹町地区の生徒しか

いないというわけではないですから、もっと大きな問題になりかねないと。 

中 川 委 員  中等などは都内全部ですからね。 

坂田教育長  どうしてくれよう。そうですね。そこはちょっと場合分けをして考える。

きちんと整理しておくと。ただ、ここに出たときに具体的にちょっと判断し

なければいけない部分も相当あろうかなと。どうしても基準をつくるにして

も、ぴたっとそれに当てはめるというふうな、具体的な基準ってつくりにく
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いなというのもございました。ただ、それは必ずや頭に入れて行動しなけれ

ばならない、そのとおりだろうなと思っております。 

 あと隣接区の、春休み明けをどうするかというところは、ちょっと情報提

供があれば。 

 指導課長。 

指 導 課 長  指導室課長同士の情報交換をしているのですが、今日あたり、皆どこも話

し合っていると思います。その状況です。東京都からの文書も来ていないの

で、東京都の方針がどう出るか、都立学校としての情報がまずあります。九

段中等がかかってきますから。そちらのほうが早いですね、通常。その後、

この間、２月28日に私どもが校長会で話したもとになったものは、都の義務

教育指導課のほうからのパターンになりますので、それについては今のとこ

ろ出ていないというのは現状です。ただし、おおむねほかの区の状況を出し

てくれたのを見ると、４月６日にスタートすると。入学式、始業式で。ただ

し、入学式においては規模を縮小するといったような基本路線が多いと思わ

れます。 

 ただし、それはあくまで今の段階で決めた状態ですので、文科大臣が言っ

ていた10個ぐらいのポイントが、どんなポイントになるのかもわからない。

まして東京都ですので、オリンピックを考えて、よりハードな休校延長的な

ことを、まあ、休校延長はしないという方向で文科大臣が言ったので、それ

は受けると思うのですけれども、オーバーシュート、あの状況に持ち込まな

いというのと、学校を開くということは、一種相反をしているところがある

ので、そのバランスをどうとるかというところについては、各区、今、頭を

悩ませているところかなというふうに考えます。 

 あと、６日からスタートするとなると、必然的に３日には子どもを学校に

呼ぶことになります。なぜならば準備があるからですね。中学校は７日、６

日に始業式をやる。小学校の場合は入学式が６日となると、通常、新６年を

呼んで、いろんな準備をするということになりますから、そういうことをや

るのか、やらないのかという。やらないとできないと思うのですよね。教室

の移動などもあるので。なので、６日に入学式を実施するということは、３

日から子どもが学校に来る状態があるということが想定はされます。 

 学校が再開する前にやはり休校をしっかりすべきだという中で、なるべく

３日は呼ばないようにしてやってねというような、学校にリクエストを出す

のか。そうすると、できるのかなというようなところもあるので、どうする

かというところかなと思いますね。 

 ただ、６日に入学式をやらないとなると、ほかの日に移すといった場合

に、では、それを保護者にどういうふうに連絡するのかという、その周知が

非常に難しいのではないかと。あと保護者がもう休みをとって、その日をも

う待っているだろうと。人によってはですけれども、卒業式より入学式のほ

うが、親にとってはもう感慨深いもの、保護者心情としては高いのではない

かなんていうことも考えると、移した場合の影響はあるかなというふうには
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考えますが、移したほうが確実に実施できるのもあるとは思うのですけれど

も。 

 ただ、各学校の校長先生方は、少しずつ聞いていますけれども、やはり延

期してしまうと、その後にもいろいろなことが詰まっているので、それが全

部動かせるのかというようなところは非常に難しい。なので、他区の情勢を

聞いていると、６日実施というようなことかなと。今のところ、その傾向は

強いというところでございます。 

坂田教育長  はい。ありがとうございました。 

 それと、開始するに当たって、給食も、どうも当たり前に始まるのです

ね。給食は、とにかく今週中に発注をしないと、４月のそれが上手に回らな

いと。食材等も集められないということもあります。そんなことも一つ念頭

に置いて、早々の決断が必要だということです。 

 あと、開始するに当たっての、要するに衛生環境の確保ということに基本

なるのですが、やはり子どもたちは体温というか、検温をきちっとするとい

うような、これは習慣づけてもらわなければいけないし、あと手洗い、うが

い等なのですが、いわゆるマスクが、まずなかなか手に入らないという状況

が一つあるということ。あとアルコール消毒、これは今度皆、学校が始まる

から一遍に来ますよね。そのときに、今、在庫が一定程度、学校が動いてい

ないので、在庫としてアルコールを押さえてはいるものの、動き出したとき

にどのぐらいもつかというのは一つある。ただ、アルコールに期待せずに、

手を小まめに洗うというようなことをきちっとやってもらうというようなと

ころを、徹底しなければいけないだろうなというふうに思っています。 

 まずそういう環境をつくって、そして授業のやり方も、本来ですと対話的

な授業なのですが、対面的な授業というのはなるべくやめて、皆同じ方向を

向いて一斉授業みたいなことの工夫も必要でしょうし、さすがに２メートル

間隔を置いては教室ではできないので、そういう中でも工夫をしながら、密

集させない、換気をよくする、そういう、まずは基本的な衛生環境を確保す

るというところを、徹底しなければいけないなというふうには思っていま

す。 

 それと、実はこの時期にもう、学校の式はもちろんあるのですが、いろん

な行事が、これは行政的にはというか、学校ももちろんそうなのですが、４

月の当初には全部準備を進めなければいけない。校外学習であるとかという

ことがございますよね。それも早々に判断しなければいけない。終息基調に

ない中での再開ということになりますので、慎重にしなければいけない。そ

れに相手方のある話ということになります。 

 ですので、例えば、これもこれから学校さんと詰めることになるのでしょ

うけれども、４月、５月かな、嬬恋の芋の種つけとか、あとは箱根の高原学

校であるとか、４月、５月に予定をされている、遠出をするような、相手先

もあるような話。あとウエストミンスターも、もう準備に入らなければいけ

ないし、これはイギリスも同じように、というか今ヨーロッパのほうにどん



 - 8 - 

どん感染が拡大していっていますので、ウエストミンスターのほうからも難

しいのではないかという声が来ております。というところも含めて、そうい

った行事、イベント、そういったものも、ここにおいても判断をしなければ

いけないということになってきています。 

 今、例示として挙げた三つについては、今年度はやらないということにな

ります。そして、嬬恋についても５月には出かけられない。バスでね。箱根

についてはどうするかというのは、どうも議論があるところらしいですが、

いずれにしても通常どおりではなくして、延期をしてやるのか、中止をする

のかという判断は、これは指導課と学校サイドで決めていただきたいという

ような、この時期にやらなければならないことは相当あるということでござ

います。 

 お願いします。 

指 導 課 長  それに関してですが、できればきょうのこの話し合いを得て、23日に校長

会を開きますけれども、そのときにはもう教育活動の宿泊等についてのこと

の、中止、延期、実施については、その時点での、今の時点での見解を出し

たいと思っています。 

 まず、小学校ですが、４月14日に音楽鑑賞教室があるのです。絶対無理だ

と思うので、これは中止という形をとりたい。校長会長ともお話をしてきて

いるところです。あと４月16日の全国学力・学習状況調査は、国のほうがや

らないと言っていますので、これは中止になるだろうと。５月に５年生が嬬

恋の移動教室に行って、キャベツ、芋、そういった感じの苗つけといいます

か、やるのですけれども、これは東日本大震災のときにも、やはり春は中止

をしたという経緯がありますので、今回の場合も、これの中止はやむなしだ

ろうと。ただし、種の植えつけはやっていただいて、秋の収穫はできるので

はないか。 

 あと、５月から６月にかけて行う箱根の移動教室については、これもやは

り東日本大震災のときには、延期をして１月とか２月に実施をしています。

ただ６年生ですので、これは校長会とも話し合いをしていかなければならな

いところなのですが、嬬恋も箱根も基本４月に実地踏査を、教員を連れてい

ってやるということになりますが、それがやはり実現しにくい、しがたいも

のだということで、実踏を行わないということなので、嬬恋は春は中止。秋

は、箱根については延期、中止にするかは今後検討。 

 ７月に今のところ岩井があるのですけれども、これもオリンピック次第か

なというような気はしていますが、そこら辺、今のところの岩井について、

７月のところまでは、現状どおりというような、今のところの状況でいいだ

ろうというふうに考えています。 

 また、中学校・中等教育学校ですが、４月に、１年生がオリエンテーショ

ン合宿といって、入学して親睦を深める合宿のほうを大房で行っているので

すが、こちらは無理だということで中止。もうこれは各中学校のほうに周知

しているところです。ただ、修学旅行については、今のところ中学校３年生
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と、あと中等教育学校の５年生が該当しているのですけれども、６月から７

月なので、現段階では実施する方向にとりあえず置いておくという形かなと

思っています。 

 ウエストミンスターですが、ウエストミンスターについては、もう３週間

ぐらい前に、先方のウエストミンスターのほうの学校から、今年は無理です

よねというようなお手紙が来ていて、そのほうがよろしいのではないでしょ

うかということでした。もう世界規模になっていますので、やはり現段階

で、渡航するということも、やるのは秋冬ですけれども、それまでの段階と

かもあるので、早目にそのあたりは決定してしまったほうがいいということ

と、仮に順調に回復していったとしても、海外においてアジア人が見られる

外国からの目もシビアな部分もあるとなると、少し子どもたちにとってのリ

スクが高いという判断もあります。 

坂田教育長  オーストラリアだとかＵＣＬＡだとか、そういうのがありましたよね。中

等とか神一のほうかな。その手は大体いつごろの時期なのでしたか。 

指 導 課 長  オーストラリアにつきましては、夏。当然この流れでは、厳しいというよ

うな思いを校長は持っています。なので、ウエストミンスターをやらないと

いうような発表を受けて、オーストラリアも無理だというような保護者への

通知になるだろうというのが、今のところの考えです。ＵＣＬＡも同時期で

すので、一番アメリカが、行こうと思っても入れてくれない場合が考えられ

ます。ただ、その前の準備段階とか、例えば修学旅行もそうなのですが、や

はり何日か前に決めないと、そのキャンセル料とかそういうものが発生する

ので、子どものことを考えて、区持ちでぎりぎりまで待つという手もあると

は思うのですけれども。 

金 丸 委 員  イギリスは、ついこの間、学校を全部クローズしましたよね。 

坂田教育長  そうすると、国内も基本は難しいと。 

金 丸 委 員  あと、金の問題もあるのでは。麹町中学校のオリエンテーション合宿も、

たしか増額されたのですよね。 

坂田教育長   あれは麹町だけなのでしたか。 

指 導 課 長  オリエンテーションは皆です。４月に３校全て。 

金 丸 委 員  それは全部、とりあえずは中止。 

指 導 課 長  中止です。 

坂田教育長  ヤングアメリカンは、どうなったの。 

指 導 課 長  あれはアメリカ人が来るか来ないかですよね。大量に来ますから。 

坂田教育長  だから、こちらでとめるの。入れないよということにするのですか。 

指 導 課 長  その辺は年が明けてですからね。 

坂田教育長  年が明けてか。 

指 導 課 長  はい。 

坂田教育長  はい。では、そういった４月当初から準備をしなければいけないイベン

ト、事業、これも基本原則は、もう中止ということにさせていただいて、本

年度の後のほうに予定されているものは、少し様子見をするということにし
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たいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 あとは。 

金 丸 委 員  今のお話だと、そんなことまで書かなくていいのだと思うのですけれど

も、給食の問題について、例えば最初の１週間は出さないとかという判断の

仕方もあるではないですか。業者との関係もあるし。なるべく早く家に帰す

と同時に、学校に早く慣れさせるというようなことは考えなくていいのか。 

坂田教育長  そうですね。給食の問題は、一方で、今の状況の中で、要するに給食が生

活を支えていたみたいな議論が一つあって、給食を何とかいわゆる休んでい

る子にも提供できないかという話がございますよね。そういうところからし

ても、そういう困窮家庭なのかどうか、数の把握はきちっとはできないです

けれど、子ども食堂みたいなところでもやっていただいていたりするのです

が、そういう意味からしても、給食というのはできるだけ、私としては、学

校が始まってすぐに給食が提供できるという環境をつくりたいなというふう

に、個人的には思っています。 

 学校に慣らすために、最初のうちは半ドンにするとか数時間で帰すみたい

なこともあるのでしょうけれども、そこは、あるいは学年ごとに登校だみた

いなことを、ならしでやらすとかというような話もあるのでしょうけれど、

そこは議論としてはあるのですが、今の外に置かれているというか、学校が

ない状況での子どものストレス等々と、あと給食による一つの生命線みたい

な実情を鑑みると、そこは、配慮しないというのはおかしいのですが、最初

から全員集めてしまおうかなというふうに個人的には思っているのです。 

 今度の４月は今の生徒数より麹町小・中とも増えるのですよね。 

教育担当部長  増えます。 

坂田教育長  そうすると、密集度合いがすごい。決してうちはマンモス校ではないので

すが、そういう批判も、また外から出てくるかもしれないですよね。 

長 﨑 委 員  そういうふうに思う保護者の方は、給食前に帰ってもいいわけだし。 

中 川 委 員  そうですね。 

坂田教育長  一定期間は、決して終息基調になっていない中だから、親としては出せな

いと思う方もいても不思議はないので、当面それは。 

中 川 委 員  保護者の判断に。 

坂田教育長  判断に任せてみようという取り扱いにしたいのですね。 

金 丸 委 員  前に課長がおっしゃられたこと、要するに学校における集団の免疫力とい

うのもすごく聞かれていまして、多分そういうところがあるだろうと思うの

ですね。そういうことも考えなければいけないなとはやはり思うのですよ

ね。というのは、専門家会議だって、北海道の施策が効果があったとは言っ

ているのだけれども、学校をとめたことについての効果は全く言っていない

わけですよ。学校をとめたから今の状態なのだという、何らの関連性もない

ので、その辺を我々がどう考えるかということは、やはり重要だろうとは思

うのですよね。 

中 川 委 員  でも、それは、これから検証しないと、わからないですよね。 
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金 丸 委 員  いや、だから今の段階で、国が検証をしないものを、我々のこの大きさだ

けで検証などは絶対できないわけですから。 

中 川 委 員  でも、できないけれど、では、という次のことを考えたときは。 

金 丸 委 員  結局のところ、今の日本の免疫学的な手法でいけば、どれだけ有保菌者が

いるのかどうかということすら、わからないわけですよ。ほかの国と違っ

て。 

中 川 委 員  それをもう早くやってくれと言っているのに。 

金 丸 委 員  それを全然やらないということは、どういうことかというと、一定程度、

多分５割から６割程度が罹患して、免疫力を持って、そして終息するという

ことを考えているとしか考えられないですよ、僕に言わせると。それで、な

るべく山を低く、山を低くするということはどういうことかというと、それ

だけ期間を長くするということなわけですよ。 

 そういうような考え方に立っていると考えると、もうかなりこちら側で方

針を決めてしまわないと、最終的にはできないのかなと。多分、国の言って

いることは二転三転すると思うのですね、これから先。それのたびに我々が

二転三転させられるのは、ちょっと嫌だなという感じが。 

中 川 委 員  それをしないために、今、相談しているのですよね。 

 一つ、私、ちょっと心配なのは、学校の環境、感染しない環境にしなけれ

ばいけないというためには、消毒や何かが今まで以上にすごく大変になって

くると思うのですけれども、そのときに、そういうことをしてくれる人たち

のマンパワーというのが、やはり必要になってくるのではないかなと思うの

ですけれど。掃除に対しては、どういうふうにやっていったらいいのかなと

思うのですけれど。 

坂田教育長  土日に消毒するとか。 

金 丸 委 員  ニュースなどで言っているけれど、保育園などはそれで保育士が疲弊して

しまっているそうなのです。毎日子どもたちが帰ってから、もう全部をくま

なく消毒するのですよね。 

坂田教育長  うん。アルコールで拭いたりして。 

中 川 委 員  学校をやはり再開したとしても、そういう配慮というのをしておかない

と、やはり安心して子どもを預けられないかなということになると思うし、

その辺も。 

坂田教育長  どういう人を配置して、どういう作業をするというのは、なかなかイメー

ジしにくいところがあって。毎週ダスキンが入るというのも。 

中 川 委 員  保護者は、本当に気になりますね。 

坂田教育長  気にしてしまいますよね、もちろん。 

中 川 委 員  園などにしても、先生方が。 

坂田教育長  園はそう。だから、一生懸命、子どもが触るところを拭いているという。 

中 川 委 員  ものすごく負担ですね。 

金 丸 委 員  子どもが触るところといっても、保育園に通う子どもたちが触るところっ

て、大人目線ではなくて、本当に細かくやらないと。 
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坂田教育長  新井さん、そういうのはどうなのですか。 

子ども支援課長  はい。今までも保育園というのは割とそういうことはやっていて、さらに

やっている状況です。あとは保護者の方を、入り口でもう入れない園とか、

あとは入るときに必ず消毒をしてから入ってくださいというのがあります

ね。あとは、おもちゃは今まで以上にやっているから、皆それは大変だとい

うのを聞いています。 

中 川 委 員  現在の学童クラブの稼働状況は、どういった感じなんでしょう。 

児童・家庭支援センター所長  千代田区の今現在の学童の出席状況なのですけれども、出席率としては約

５割ですね、したがいまして、その半分のご家庭のお子さんたちは、やはり

自主的にご家庭で保護者の方が面倒を見るという、そういう選択をされてい

るというふうに考えられまして、やはり直近の状況も、やはり52％程度なの

ですね。これは、この学校の臨時休業が始まってからずっと、毎日出席率を

報告してもらって集計をしているのですけれど、一番多いときでも53％とい

う、そういう状況です。 

中 川 委 員  地域によって違うと思うのです。ほかの区の人に聞いてみたところだと、

もうそれこそ、もうあふれてしまっているという話もある。そういう意味で

言うと、やはり千代田区の特性というのがあるのかもしれないですね。 

指 導 課 長  今、幼稚園とか保育園で、都内で出ている感染例が二つの区で、足立区と

江東区なのですよね。それは、基本、子ども同士の感染ではなくて、おじい

さん、おばあさんといったお年寄りからもらっているとかという経路をたど

っていることを考えると、前も教育長がお話しになった、お医者さんの話を

言われたと思うのですが、子どもというのは実はもう免疫ができているので

はないかなというような。 

坂田教育長  なっていて、症状が出ない状態。 

指 導 課 長  かかっていないわけがないというか、例えば幼児、園児だったら、唾液と

ともに生きているようなさわり合いをするわけで。では、それによって保育

園の先生が、そこからかかりましたという症例はないのですよね。そこら辺

も、どこまで消毒をやるかというと。これは突き詰めると、本当に全部、で

は、やっていかなければならない。多分、今、テレビとかで報道されている

保育園では、１日１回は必ず、遊ぶようなブロックとか積み木とか人形とか

を全部消毒して、１回干してからというふうにやっていますけれど、もうそ

れが功を奏しているのかどうかが全くわからない状態なので、やはり消毒す

る範囲というのは、どれぐらいまでやるかというのも非常に重要となる。 

坂田教育長   通常運転ができるかどうか。 

指 導 課 長  はい。先生方は必ずやってくださいというと、そういうわけにもいかな

い。そうすると、主事さんという方がいらっしゃいますから、その方ができ

る範囲での消毒を徹底してもらうというところが、一番だと。 

長 﨑 委 員  子どもたち自身に、やはり身を守るのは自分でということで、食べる前、

給食を食べる前には、きちんと洗うし、消毒なりするとか、各自にそういう

教育をして。 
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指 導 課 長  実は子どもがやるのが一番安全なのではないかという見方を、私などはし

ているというところがありますが。 

  では、そこは。 

長 﨑 委 員  でも、そのために、例えばアルコールだとか、アルコール除菌シートみた

いな簡単なものがあれば、子どもたちもさっさっと自分たちで拭けると思う

のですけれど、今そういうのがなかなか手に入らないというのが、ちょっと

ネックなのかなと。 

中 川 委 員  それを衛生教育と絡めて。ピンチはチャンスではないけれど。逆に子ども

にやらせると。 

指 導 課 長  多分、主体的にやると思います。意識の高い子どもたちは。 

坂田教育長  自分の身を守る行動。 

長 﨑 委 員  先生が一生懸命、食べる前にやっているところを見せるとか、何か家で結

構きちんとやらされている子たちもいると思うので、やっていない子たちに

対して、子ども同士で、やったほうがいいよみたいことを言ってくれると、

いいのかなと。 

指 導 課 長  そうですね。例えば、そういうような学校が出てきたとしたら、もう広報

に入ってもらって、撮影してもらって、こういう学校もありますよというふ

うにしてやると、ほかの学校も私たちもやったほうがいいのではないかな、

みたいな感じに盛り上がるのではないかなと。 

 僕が担任だったら、やはりそういう声かけをします。この中で一番死ぬ確

率が高いのは僕なのだよという話をしながら、でも、やはりこういうときだ

から、皆でどうしていったらいいかと考えたときに、自分ができることは何

だろうと、問いかけるというのが、すごく大事なことなのではないかなと。 

中 川 委 員  大人が何でもやってあげるということではなくて。 

長 﨑 委 員  多分、自分の座っている机とか教室とかはできると思うのですけれど、や

はりトイレだったりとか階段の手すりなどというようなところまでは、なか

なか子どもは自由には掃除しに行けたりはしないので、そういうところをや

はり主事さんなりに、まめにやっていただくしかないのかな。 

指 導 課 長  そうですね。その辺はもう主事さんたちも本当に念入りにやってくれると

思いますね。 

長 﨑 委 員  うん。それは思うのですけれどね。 

指 導 課 長  普段から学校において、生徒や、来ていただく保護者の方とか地域の方が

学校に入ったときに、すごく気持ちのいい空間だというものをつくり出して

いこうというところが、主事さんたちの仕事の本筋を考えてもだし、私も校

長時代はそういうことを頑張ろうなんて言いながらやっていた。今回におい

ては、外の植木とかはもう伸びっ放しで構わないから、なるべく中をやって

よというような。外の植木のとか雑草取りとかが大変なのですよ。 

坂田教育長  そこら辺は学校に伝えてもらって。 

指 導 課 長  はい。 

長 﨑 委 員  それこそ行事がどんどんなくなっていくのであれば、そういうところの時
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間を回せたりもするのかなと。 

指 導 課 長  そうですね。発想次第だと思いますよね。 

坂田教育長  先生方も教え方には気をつけてもらわなければならない。指導の仕方。 

指 導 課 長  そうですね。主体的に。 

坂田教育長  そちらの内容をきちっとしてもらわないと。だから、何か密集しない何と

かと、３原則みたいなのがあるではないですか。換気をよくするとか。そう

いうところを考慮しながら授業を行うように。 

指 導 課 長  体育をやめるというところまで極端にやるかどうかなのですよね。その辺

は何とも言えないのですが、文科省は何か言ってくると思います。接触のあ

るようなものはやめるとか。そうすると、これは５月の運動会を中学校は控

えている中で、どんな競技でやろうかというようなことにつながってきてし

まう。 

坂田教育長  そうか。練習があるからな。 

指 導 課 長  小学校は全部秋なので。ただ、日常的には、例えば教室の机は、もう前を

向いてグループにはしないでとか。本当はいろいろ対話的な授業が望ましい

のですけれども。 

坂田教育長  もう少し、ＩＣＴで何とかできないの。 

指 導 課 長  ＩＣＴをどんどん使ってもらうように推奨しましょう。 

坂田教育長  この機に。個人に１台ずつ。 

金 丸 委 員  これを契機に皆がＩＣＴを、要するにタブレットを持って、できれば教科

書もなしにしてしまって、クラウドから呼び出せばタブレットに読み込める

ようにしておくと、教科書を持ってくるという手間もなくて、タブレットだ

けを持って動けばいい。こういうときになったら、授業を放送すれば家でも

見れるという意味では、一つの大きなチャンスですよね。 

指 導 課 長  そうですね。リプレースが夏にありますので、それに向けて、今、提案を

受けながら整理をして。 

坂田教育長  そう。ここで何か一つ、ある意味、見せどころでしょう。 

指 導 課 長  はい。各国ではあれだけやっているのに、できていないのはやはり日本は

遅れています。 

坂田教育長  機械だけはどんどん、うちなどは比較的地方よりは、いい環境に置きなが

ら、それを使いこなすというか。 

俣 野 委 員  実際、民間企業などは今回で随分リモートワークとか、そういうのが定着

して実際やっていますから、いい機会だと思います。 

中 川 委 員  検温に対しては、何かありますか。やはり検温、37。 

坂田教育長  37度５分。４日間。 

中 川 委 員  子どもたちも、そういうふうになったときは来ないように、ということは

はっきりしていますよね。 

坂田教育長  はい。それは続けて。 

指 導 課 長  はい。今までもそのことに関しては通知で出させていただいていて、37.5

度というところでは、控えてくださいということなのですが、この際なの
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で、また改めて、子どもはもちろんご家族の中でも、お一人でも発熱や咳な

どの風邪の症状がある場合は、その旨ご連絡いただき、お子様の登校を控え

てくださいと案内するところです。 

坂田教育長   先生方も。 

指 導 課 長  もっと言うならば、毎朝必ず検温をしてくださいということは載せること

はできるのではないかと。 

坂田教育長  衛生環境も含めてなのですけれども、それをベースに施設での預かりとな

りますので、そこはもう一度きちっと押さえておくと。 

 先生もしっかり検温していた。私が行ったら、毎日先生たちはつけていま

すよと。 

指 導 課 長  何か、頭のところでピッとやるものでは。 

坂田教育長  あれは売っていないのかな。 

長 﨑 委 員  一応、うちはあります。 

指 導 課 長  あれだったら早いと。 

坂田教育長  そう。具合が悪そうにしている子を見つけたら、ちょっと測ってみてとい

うことができる。 

中 川 委 員  いつからあるのですか。 

坂田教育長  市販されているもので。 

長 﨑 委 員  はい。ありましたね。でも、早過ぎて、大丈夫かなと。もう一回こちらで

はかるみたいな。 

金 丸 委 員  あれもありますね。耳に、ぱっ、とやって。 

長 﨑 委 員  そうですね。耳もありますね。 

坂田教育長  あれを一つずつ施設に届けてもらって。 

長 﨑 委 員  ところで、24が終業式ではないですか。だから、保護者に通知を出す場合

も、今後のことでまた変更がある場合もありますという一文を入れたんでし

ょうか。 

指 導 課 長  はい、それは入れました。３月24日の対応方針なので、今後、国や都の方

針や感染の状況により変わる可能性があるということと、学校のホームペー

ジ、区のホームページ、あと緊急連絡メール等で確認してくださいという文

を今入れた形で。 

俣 野 委 員  終業式は中止なのですか。 

長 﨑 委 員  縮小で。あの緊急のメールとかは、４月１日になったら使えないというこ

とはないのですか。メアドが変わってしまって。 

子ども総務課長  メールに関しては、年度更新を先送りしますので。 

長 﨑 委 員  はい。では、大丈夫なのですね。 

坂田教育長  使えるのですね。 

子ども総務課長  在校生は使えます。年度が明けて、新入生に関しては、新入生の入れ物を

つくります。今の最高学年のところに情報が行かないようにして使っていた

だければ、メールは機能します。 

中 川 委 員  ここのところ、ちょっと私は気になったのだけれど、３月２日からの休業
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のときに、児童館は休館になっていましたよね。４月１日から４日まで学童

未入会児童の受け入れとあるのですけれど、こちらのほうはどうなっている

のですか。３月２日からの間はずっと休館で、誰もいなかったということで

すか。 

児童・家庭支援センター所長  ３月２日から今現在までは、児童館については休館をしています。ただ

し、一時預かり保育だけを実施しているという状況でございますので、児童

館機能は閉じているものの、学童クラブだけが開いているという状況です。 

中 川 委 員  なので、この春休みの未入会の受け入れというのが出てきた。 

児童・家庭支援センター所長  はい。したがいまして、４月１日以降、学校開始までの間だけは、学童で

預かれないお子さんが出てしまうのです。ですから、そのお子さんたちの受

け皿としてだけ、児童館は引き続き休館しますけれども、学童に入会登録を

していないお子さんで、これまでは学童に３月いっぱいまでは入れていた子

どもが、４月１日から学校が始まるまで、行き場所がなくなってしまいます

ので、その子どもたちだけを救うために、いわゆる児童館の機能の一部を使

って、そこで受け入れるという、そういうシステムになります。 

中 川 委 員  はい。 

児童・家庭支援センター所長  したがいまして、これはあらかじめその申し込みをしていただいて、受け

付けをして、区立児童館4館だけでそれを対応するということを想定してい

ます。 

坂田教育長  通常、春休み、夏休みは、児童館というのは一般的には、通常だったらや

っている。 

児童・家庭支援センター所長  やっています。 

坂田教育長  やっていますね。一般的に休館をするというものの、今までは学校が休み

で児童館が開いてしまうと、そのまま学校のメンバーが児童館に移ってしま

う。いわゆるただ場所を変えただけみたいな状態になってしまうということ

だったと。そうすると、過密状態になる。 

長 﨑 委 員  雨が降ってしまうと、もう児童館しか行き場所がない。公園に行けなくな

ってしまうので、皆、児童館に行くようになる。 

児童・家庭支援センター所長  あと、先ほどちょっとお話に出ていました、隣接区と距離的に近い児童

館、例えば神田児童館ですとか、あるいは西神田も文京区とかなり境が近い

ものですから、そういったところはやはり他区からも保護者とお子さんが児

童館にいらっしゃるということが現実に今ありますね、千代田区に。したが

いまして、児童館を開放するということは、やはりそういった、ほかの区か

らいらっしゃる保護者、児童も想定されますので、かなりリスクはやはり高

くなりそうです。 

子ども総務課長  ミニバスのエリアも、文京の子たちがたくさん来ているので。 

長 﨑 委 員  すごいですね。 

指 導 課 長  割って入ってすいません。今配ったものを説明させていただいていいです

か。 

坂田教育長  どれでしょう。 
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指 導 課 長  この２枚です。 

坂田教育長  はい。お願いします。 

主任指導主事  ２枚お配りしたのは、１枚は区立小・中・中等教育学校の保護者宛てのも

の、もう１枚は区立幼稚園・こども園の保護者宛てのものです。 

 小・中・中等のほうのをベースにご覧ください。こちらについて、３月24

日としたのは、小学校修了式が24日で、この日で最後になるお子さんが大勢

いらっしゃいますので、この日のうちに何とか保護者の方にも周知したいと

いうところの３月24日でございます。 

 新年度については、現在、先ほどの話から４月６日に始業式を行います。

これは小・中・中等共通です。それから、「以下の通り、感染予防に努めま

す」ということで、上記、丸一つ目、二つ目については、さまざま確認をさ

せていただいたところです。先ほどの話から、毎朝の検温は徹底してくださ

いというところを一文加えております。万一学校をお休みしても欠席扱いに

はしませんということも記載しております。ここについては、幼稚園こども

園の通知等も同様です。 

 以下３点は、小・中・中等用に入れているものです。 

 給食時について、グループの形にせずに正面を向いて行いますというこ

と。また、体育館での全校集会、学年集会など、多くの児童・生徒が長時間

閉じられた空間で活動を行うことは、可能な限り、必ずしも絶対やらないと

は言い切れないので、可能な限り行いませんと記載しております。 

 その他、これも先ほどご意見の中にも出ていたと思うのですが、一応なら

しの期間、ずっと長期間休んでいたというところもあり、そこの配慮も含め

て、例えばこれは各学校によって若干違うとは思うのですが、１週目は午前

授業のように短縮して行う等、様々な感染防止に努めますと。感染防止とと

もにならしの期間も含めてというところで、こんな対応が考えられるのかな

というふうに思っております。 

 入学式・始業式についても、可能な限り時間の短縮を行うとか、規模を縮

小して実施します。参加者についても、また周知したいと思っています。始

業式についても、予定された日程で、混雑を避けて登校するとともに、放送

設備等を活用して各教室で実施します。ちょっとこれは言い切っていいのか

どうか、そこも各学校判断があると思いますので、またご意見をいただけれ

ばというふうに思います。 

 裏面が、冒頭、指導課長のほうからもご説明申し上げました、さまざまな

教育活動、主に区が主催するものについてでございます。音楽鑑賞教室は中

止、全国学力調査は今回は実施せずということで、年度内にやるかどうかは

国の判断でございます。春の嬬恋は中止、秋は実施の予定。箱根移動教室に

ついては、文科から出される事務連絡Ｑ＆Ａに、修学旅行については、一律

中止とせずに延期等の判断も検討するようにということがございましたの

で、こちらは一応延期の方向で、実施時期は検討中ということにしていま

す。岩井臨海についても、当初実施で記載していたのですが、この後どうな
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るかわかりません。それで、検討ということにしています。 

 中学校・中等教育学校について、オリエンテーション合宿は中止としまし

た。修学旅行は６月末から７月にかけてのものでございますが、一応検討と

しております。ウエストミンスター海外派遣については、先方、相手もあっ

てのことなので、中止ということで周知をさせていただきたいと思っており

ます。 

 あくまでもこれは３月24日、これは、配布の現時点での対応方針であり、

国のほうから23日に出されるのか24日に出されるかわかりませんが、そうい

った国や都の方針や感染の状況等により、対応が変わる可能性もありますと

いう文とともに、一番、校・園長先生方が心配されているのは、周知の仕

方、もう春休みに入ってしまってからのことですので、ここは区や学校のホ

ームページ、連絡メール等を確認していただきますようお願いしますと。区

のホームページについては、課をまたいで、部を超えて、ちょっとご協力い

ただくように要請をお願いできればと思っています。 

 というのは、幼稚園・こども園のほうが園のホームページというのがない

ので、区のホームページが頼りになるかなというところもあります。区のホ

ームページ等を活用するというところをご了承いただきたいなと思っていま

す。 

 以上です。 

金 丸 委 員  ちょっと気になったのが、検温を毎朝やってくださいはいいのですけれ

ど、それを学校に、子どもに書いたものを持たせることは必要ないのです

か。 

指 導 課 長  やってもいいかなと思います。 

長 﨑 委 員  何か神田一橋中では、そういう記入の用紙をもらってきていて。 

指 導 課 長  そう。プールカードですね。 

長 﨑 委 員  そう、プールカードではないですけれど。 

坂田教育長  プールカード方式でやっている。 

長 﨑 委 員  それで、毎朝書いて、親が判こをつくという。 

指 導 課 長  それぐらいまで意識を徹底してくださいよということを統一でやるという

ことを、校長先生方が１年生に出せるのかどうか。園はどうするか。 

金 丸 委 員  言ったままになってしまうと、結構やらない家が出るかなと。計ればいい

のだろうみたいな話になって。 

長 﨑 委 員  つくったところで、はからないで書く人もいるでしょう。 

指 導 課 長  ただ、それは学校でやってくれればいいと思います。 

長 﨑 委 員  はい。 

 それと、この箱根の移動教室を延期と言い切ってしまって大丈夫なのです

か。「延期または中止」とかにしなくても大丈夫ですか。ほかの自治体も延

期になっていて、すごく限られた期間にこういう行事が集中することになる

と、今度、宿なり施設をとるのも難しくなってきたりするから。 

坂田教育長  なるほど。その選択肢も示しておいたほうがいい。 
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長 﨑 委 員  「延期」という言い切りで、やはりできなかったというよりは、もともと

「延期または中止」で、「検討」か何かにしておいたほうが。 

金 丸 委 員  延期よりも検討で言っておいたらいいですよね。 

長 﨑 委 員  そう思いますけれど。 

金 丸 委 員  「検討」と書けば、どういう検討かまで書かないと。 

指 導 課 長  「時期は検討中」と書いたのです。 

金 丸 委 員  はい。ですから、その時期も消してしまって、もう単に検討だけにしてし

まったら、中止も可能になるのではないですか。 

指 導 課 長  はい。 

長 﨑 委 員  ５、６月にやらないのは決まっているとしても、これだと延期して絶対や

るという。 

坂田教育長  では、やめるわけにはいかなくなってしまう。 

長 﨑 委 員  はい。そのように見えてしまうから。 

教育担当部長  この時点で、まず５月、６月にやるかやらないかだけは周知できたほうが

いいのかなと思うのです。 

指 導 課 長  これは６年生なので、やらせてあげたいという思いが強いのです。 

坂田教育長  わからないのだけれど、箱根の移動教室というのは、修学旅行なのです

か。 

金 丸 委 員  修学旅行を兼ねていますよね。 

長 﨑 委 員  ６年生最後の感じで。 

坂田教育長  兼ねているのですか。 

金 丸 委 員  兼ねていますよね、実質的には。 

主任指導主事  では、延期予定とかではだめですか。 

長 﨑 委 員  延期予定だと、５、６月にやるかもという可能性が残ってしまいます。 

指 導 課 長  中止できない。 

坂田教育長  感染爆発になったら中止だろう。 

長 﨑 委 員  中止と言ってしまったほうがいいのではないですか。 

坂田教育長  だから、「検討」でいいのではないの。 

教育担当部長  「延期または中止」。 

坂田教育長  「または中止」と、その下の「検討」が、今度はわかりにくくなってしま

うから。 

指 導 課 長  そうなのです。 

長 﨑 委 員  いろいろ書いても、４のその他のところで変わることがあると言っている

のですよね。 

指 導 課 長  はい。 

主任指導主事  では、箱根については「延期または中止」。 

指 導 課 長  この時期にはやりませんと。 

主任指導主事  それで、その他のところ、感染が終息したことによる再開ではございませ

んので、感染予防のためにご家庭の判断でお子さんを欠席させた場合も、期

間は、当面の間、出席停止扱いにし、欠席扱いにはいたしませんと。 
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指 導 課 長  始業式は４月６日で、そこからもう皆集まれということをくっきりと行き

たいというのがあるので、それに関する明記は１番でも２番でもいいのです

けれど、本来は、これはもう新学期の対応についてということなので、スタ

ートしますということを、まず、ちょっと高らかに宣言をさせていただき、

皆さんも気になっていると思われます入学式、始業式についてですが、そも

そもその大きな、ひょっとしたら始業式のほうが先なのかなというふうに思

うのですけれど、入学式に関しては、これはここでは書いていないですけれ

ども、在校生なし、来賓なし、保護者２名までということはまた口頭で確認

をしながら、実施しますということを書く。 

 スタートはとにかく４月６日なのだということをきっぱりと示したいとい

う意図があって、一番最初にその４月６日ですというのを入れていたので

す。ただ、それは、そこの部分を４月６日より学校を再開しますと言ってお

いて、２の（２）のところでは、時間どおり来て、と。保護者は割と、集ま

ってやるのかやらないのかというところに結構疑問が集中しているので、今

回はもう終業式を分散登校にしてくれないのかみたいなメールが来たりとか

しているので、いや、そういうことはしません、一斉でやります、と。ただ

し、放送でやりますというような形で行かせていただければ。いかがでしょ

うか。 

坂田教育長  どうですか。では、それで１回つくってみて。 

金 丸 委 員  最終的な文言は、教育長と指導課のほうでまとめていただければいいと。 

坂田教育長  では、よろしいですか。 

 （了 承） 

坂田教育長  はい。保育園は、結局。 

子ども支援課長  この「区立幼稚園・こども園保護者の皆様」というのは、今在園している

人たちに改めて出す。 

坂田教育長  今いる人。 

子ども総務課長  新入生は。 

指 導 課 長  新入生保護者への連絡は学務課からやっていただいている。予定どおり。 

坂田教育長  新入生に対しては、学校も幼稚園も学務課。 

指 導 課 長  はい。私立に行ってしまったりとかする場合があるので。 

子ども総務課長  今は新入生に対しては就学通知一本しか出していないのです。ということ

なので、その就学通知を見てその時間に来てもらえれば、予定どおり、例え

ば入学式に関してはできるという形なので、そこで新入生に対して連絡がで

きるというようになっています。 

金 丸 委 員  その就学通知の中に詳しく書いておかないと、例えば入学式に保護者は１

人もしくは２人しかだめだとかということも書いておかないと、まずいです

よね。 

指 導 課 長  それは学務課のほうで。 

教育担当部長  同じので、新入生の皆さんと書いて、出してしまえば。 

指 導 課 長  人数は書いていないのです。保護者２名までとか。 
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長 﨑 委 員  そうですよね。就学通知はもう出ているのですよね。 

子ども総務課長  出してしまって。１月の終わりに。 

長 﨑 委 員  だから、やはり新たに送るか何かしないと、おじいちゃん、おばあちゃん

を連れて入園式とかに来られてしまったら、大変ですよね。 

中 川 委 員  ２人にしてくださいとお知らせなどを出さないといけないのかしら。例え

ば入園式の会場に、今回は縮小でやっていますから、保護者２名まででよろ

しくお願いしますとかと言うのではだめなのかしら。おじいちゃん、おばあ

ちゃんが来てしまったら帰っていただく。 

坂田教育長  それだけなら、別に入れてしまったって、当日来たらしようがないかなと

いう気もあるのですけれど。 

指 導 課 長  保護者２名を入れている区は意外と少なくて、１名が多い。なぜかという

と、１メートル間隔とかを厳密に考えると、実際入らない。あと、保護者ゼ

ロのところもあります。そこは３区あるのですが、保護者は基本的に不特定

多数だと。だから、それを１カ所に入れるということは感染のリスクが高ま

るというところに軸足を置いている。ところが、その区も、やはり保護者は

何で入れてくれないのだという話になって、では、大きい学校がある区はあ

れなので、１名は入れましょうとか、晴れたら校庭でやりますのでそのとき

は広がって見ていてくださいみたいな。そういう、校庭で青空卒業式みたい

にやるという判断をした区もあります。 

 今回この２名については、九段中等のほうでは、都に準じて保護者を入れ

ない形で実施をしたわけですね。ここに人数とかを書いていないのは、九段

中等はそういう判断をしたのだけれども、小中学校は実態が違うので、それ

ぞれ小・中・園の判断を尊重しましょうということでやったことです。なの

で、今回ここに２名と書いて、２名でお願いしますと書いてもいいのですけ

れども、それはやはり別途。 

長 﨑 委 員  そうですね。だったら、各校・園から何か通知なりを出してもらうという

ことですね。 

指 導 課 長  入学生なので、入学式に出てくる保護者というものは、学校は完璧に押さ

えているという、学校は大体わかっていますけれど、それに対して学校が周

知しなければならないというのでは、学務課がやってくれたほうが、より確

実性が高いと。 

子ども総務課長  そこについては、23日の校園長会で相談をさせていただいて、余り、一律

に出すということが確認できれば、学務課のほうで出してもらうことを検討

して、いずれにしても保護者に対して連絡してあげないことには、その人数

を絞る話が全然どこにも出てこないので、実際、入学式の会場で混乱して、

学校がまた入学式が何かというのは余り好ましい状況にならないので、そこ

は対応させていただきます。よろしくお願いします。 

中 川 委 員  あと、やはり入学式の入り口か何かに断り書きみたいなのを一つ付けてお

いたほうがいいのではないですか。今回はこういう状況なので、参加者は絞

ることに。言い方は注意する必要があると思いますが、絞っいただくことに



 - 22 - 

なっていますのでご了承くださいみたいなことを、一言入れておいたほう

が。何かそういう看板みたいなのをつくっておいたほうがいいのではないで

しょうか。 

金 丸 委 員  それは絶対そうですね。通知をしたとしても、そこにはしっかりやはりそ

ういうおわびみたいな文章があったほうがいいと思います。 

子ども支援課長  保育園は１日から始まるではないですか。４月１日。入園式は３日なので

す。だから、１日の時点で、もう本当に皆、赤ちゃんだし、本当に簡単にや

りますよと、もう、園から出してもらうのです。保護者の方はもう２名でお

願いしますということと、それと地域の方には来ないでくださいという通知

を出しています。もう議員さんたちにも、もう来ないでくださいというのを

出しています。 

教育担当部長  来賓はなし。 

坂田教育長  基本、なしですね。 

中 川 委 員  本当のことを言えば、スピーチなどはどうでもいいのですけれど、設置者

ということで言ったら、教育委員会は設置者なのだから、やはり誰かいない

というのは、本当はおかしいのではないかなと思うのですけれど。 

坂田教育長  いや、そこは私も気になっているところです。 

長 﨑 委 員  要らないと思います。特に、１年生に対しては。 

坂田教育長  区長の祝辞だけはということでいいですね。祝辞。電報か。教育委員会の

名前も今回、連名で入れさせてもらおうかなと。そうすると、メッセージカ

ードは送るだけ。祝電のかわり。読むか張るかは学校に任せるとして。 

金 丸 委 員  もしくは印刷して、式次第の中に入れる。 

坂田教育長  そういう手もありますね。東京都はそんな形。 

 わかりました。では、出席は、来賓なし、教育委員会なし。親は、保護者

２名以内。在校生はいる。関係在校生は、スピーチしたりとか、迎えか何か

の役がある生徒だけ。 

金 丸 委 員  短くするなら、それはカットしてしまうのではないですか。 

中 川 委 員  それは学校で決めればいいのではないですか。 

坂田教育長  では、そこはお任せに。だから、２名以内とか在校生の扱いとか、そうい

うのは学校の通知の中に入れると。通知する必要はないけれどね。 

長 﨑 委 員  でも、新入生にはそれが届かないという話ですね。 

指 導 課 長  そういうことです。 

長 﨑 委 員  在校生はわかりますけれどね。 

坂田教育長  そうですか。了解。わかりました。 

 それでは、中身としては以上で。ということで、このコロナ対応について

は、以上ということでよろしいでしょうか。 

 （了 承） 

坂田教育長  はい。では、終了します。ありがとうございました。 

 


